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2事業検証概要

検証目的

●連携事業ごとに成果指標(以下「ＫＰＩ」という。)を設定し、毎年度、長野地域スクラム

ビジョンの進捗状況を客観的に評価・検証した上で、より大きな成果を挙げられるよう

改善を図り、必要に応じて同ビジョンを改定するため。

●2019（令和元）年度は、ビジョンの計画期間(2016(平成28)年度～2020(令和２)年度)

のうち、2018(平成30)年度<３年目>の進捗状況を検証する。

年度
連携
事業数

主な改定内容 ※

追加 廃止 拡充

2016年度 ４６事業 ― ― ―

2017年度
４８事業
(+2)

①ファミリー・サポート・センター
事業

②農家民泊受入事業
③消費生活相談業務広域連携事業

①成年後見支援センターの
設置事業

―

2018年度
５０事業
(+2)

①公共交通利便性向上事業
②結婚支援事業

―
①災害対策のための相互
協力事業

2019年度
５３事業
(+3)

①ジビエ振興事業
②職員人材確保事業
③ながの獅子舞フェスティバル事業

― ―

長野地域スクラムビジョン改定状況

※このほか、既存の連携事業への新たな参加やＫＰＩの見直しなどを必要に応じて毎年度実施



ＫＰＩ評価方法 3

評価で用いる進捗率

成果指標（ＫＰＩ）の実績値と基準値の差を、目標値と基準値の差で割り、100を乗じた

ものを進捗率とし、基準値に対する伸び率を算出

進捗率＝（実績値－基準値 ）／ 目標値－基準値 ）×100

2018(平成30)年度末時点での実績値が計画期間３年目（又は１年目、２年目）の数値と

して、どの段階まで到達しているかを３段階で評価し、進捗の度合いを判断

評価区分

区 分 内 容

◎【達 成】 進捗率100％以上のもの

○【順 調】 進捗率60％（又は50％、34％ ）以上100％未満のもの

△【要改善】 進捗率60％（又は50％、34％ ）未満のもの

その他 実績値が確定していないなどの事由から判定不可なもの

※ＫＰＩに累計値を設定している場合は、基準値を０(ゼロ）として進捗率を算出

※進捗率60％＝3/5年（2016年度掲載事業）
進捗率50％＝2/4年（2017年度追加事業など）
進捗率34%＝1/3年（2018年度追加事業など）

※ ※

※※

※ ※



分野 分野別合計
◎

【達 成】
○

【順 調】
△

【要改善】
その他

ア 圏域全体の経済
成長

１６指標

(100%)

２指標

(12.5%)

４指標

(25.0%)

７指標

(43.8%)

３指標

(18.7%)

イ 高次の都市機能
の集積・強化

５指標

(100%)

０指標

(0%)

１指標

(20.0%)

３指標

(60.0%)

１指標

(20.0%)

ウ 生活関連機能
サービスの向上

３３指標

(100%)

７指標

(21.2%)

１３指標

(39.4%)

１１指標

(33.3%)

２指標

(6.1%)

総計
５４指標

(100%)

９指標

(16.7%)

１８指標

(33.3%)

２１指標

(38.9%)

６指標

(11.1%)

4

達成又は順調 50.0％

（表中のカッコ内は、分野内の構成比を表す。）

※４事業において２種類のＫＰＩを設定しているため、２０１８年度の純事業数は50事業

※

ＫＰＩ評価結果<総括>
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ア 圏域全体の経済成長（１６指標）

評価 指標数 連携事業名

◎【達 成】 ２指標 ✔広域観光連携事業
✔就職情報サイト「おしごとながの」活用等地域への就職
支援事業

○【順 調】 ４指標 ✔創業支援事業
✔異分野異業種交流事業
✔合同プロモーション事業
✔地域農産物販路拡大事業

△【要改善】 ７指標 ✔大学等高等教育機関との連携活用事業
✔インキュベーション施設等活用事業
✔産業展示会事業
✔農業イベント開催事業
✔企業誘致連携事業
✔バイオマス利活用推進に係る調査・研究事業（２指標）

その他 ３指標 ✔長野圏域経済成長推進事業（２指標）
✔外国人観光客誘致促進事業

分野

ＫＰＩ評価結果<分野別>①
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評価 指標数 連携事業名

◎【達 成】 ０指標

○【順 調】 １指標 ✔農業の新たな担い手育成事業

△【要改善】 ３指標 ✔産業を支える人材育成事業
✔長野県立大学を核とした魅力あるまちづくり事業
✔寄附講座の開設事業

その他 １指標 ✔新幹線新駅設置に係る協議事業

イ 高次の都市機能の集積・強化（５指標）分野

ＫＰＩ評価結果<分野別>②
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ウ 生活関連機能サービスの向上（３３指標）

評価 指標数 連携事業名

◎【達 成】 ７指標 ✔病院群輪番制運営事業 ✔保育の広域利用の拡大事業
✔文化財保護における学芸員の相互支援事業
✔図書館資料貸出しの広域化事業
✔特別支援教育の充実と帰国外国人児童生徒日本語指導事業
✔圏域内の公共交通網構築事業 ✔農家民泊受入事業

○【順 調】 １３指標 ✔ファミリー・サポート・センター事業 ✔青少年対策事業
✔スクールカウンセラー等の共同活用事業
✔耕作放棄地等の資源作物(ソルガム)活用調査事業
✔買い物連携事業 ✔アウェイツーリズム活用事業
✔スマートコミュニティの構築に向けた調査・研究及び再生可能エネル
ギー設備等の普及促進事業（２指標）

✔広報活動連携事業 ✔消費生活相談業務広域連携事業
✔公共施設等マネジメントスキルアップ事業 ✔合同職員研修実施事業
✔保育士等情報交換研修等事業

△【要改善】 １１指標 ✔地域移行支援事業 ✔文化芸術情報提供事業
✔公共牧場利用促進事業 ✔災害対策のための相互協力事業
✔地域木質バイオマスの利用推進事業（２指標）
✔公共交通利便性向上事業 ✔地場産品直売所活用事業
✔地産地消商談会開催事業 ✔移住・定住促進事業
✔技術職・専門職交流事業（保健師・看護師）

その他 ２指標 ✔剪定枝葉バイオエタノール化の推進事業
✔結婚支援事業

分野

ＫＰＩ評価結果<分野別>③
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ア 「圏域全体の経済成長」に係る事業

ｅ その他、圏域全体の経済成長のけん引に係る施策

事業名
就職情報サイト「おしごとながの」活用等地域への
就職支援事業

須

坂

市

千

曲

市

坂

城

町

小
布
施
町

高

山

村

信

濃

町

小

川

村

飯

綱

町

事業概要
長野市が運営している就職情報サイト「おしごとながの」を関係市町村を加えて広域化するなど、地域への就
職支援強化を図る。なお、「おしごとながの」に関する企業の登録審査や情報公開等の管理運営、広報活動は
関係市町村が実施する。

成果指標
(ＫＰＩ)

指標 単位
基準値

実績値

目標値進捗率

進捗評価

(2015年) 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 (2020年)

就職情報サイト「お
しごとながの」セッ
ション数

回/年 41,253

67,847 92,505 145,486

61,200133.4% 257.0% 522.6%

◎ ◎ ◎

進捗に対する分析 今後の事業方針

ＵＪＩターン就職促進事業等の参加企業にサイトへの登録を促
したことで、登録企業数が増加し、今まで以上の企業情報を発
信することができた。また、求職者に対し、マイページ登録機
能の利用を周知したことで、目標を超える実績となった。

動画の掲載や検索条件の充実化により、セッション数の増
加を目指すとともに、「ナガノのシゴト博」等のイベント
でサイトを周知することで、UJIターン就職者数の増加を
図る。

【2018年度の成果指標（ＫＰＩ）の進捗に対する分析と今後の事業方針】

主なＫＰＩ評価結果 ➢ ◎【達 成】①
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ウ 「圏域全体の生活関連機能サービスの向上」に係る事業

Ａ 生活機能の強化に係る政策分野

ｄ 教育・文化・スポーツ

事業名 図書館資料貸出しの広域化事業

須

坂

市

千

曲

市

坂

城

町

小
布
施
町

高

山

村

信

濃

町

小

川

村

飯

綱

町

事業概要
長野市と連携市町村の図書館等において、長野市と連携市町村が相互の住民に対し、図書資料の貸出等のサー
ビスを実施する。

成果指標
(ＫＰＩ)

指標 単位
基準値

実績値

目標値進捗率

進捗評価

(2015年) 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 (2020年)

長野市立図書館の連
携市町村住民の登録
者数

人 807

675 851 1,266

970-55.7% 61.0% 281.6%

△ ○ ◎

進捗に対する分析 今後の事業方針

2018年7月より新たに小布施町居住者に図書館資料の貸出しの
対象を加え、連携市町村住民の利便性向上と生涯学習の機会の
充実を図った。

チラシを設置するなどＰＲに務め、連携市町村住民の利
便性向上と生涯学習の機会の充実を図るため継続してい
く。

【2018年度の成果指標（ＫＰＩ）の進捗に対する分析と今後の事業方針】

主なＫＰＩ評価結果 ➢ ◎【達 成】②
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進捗に対する分析 今後の事業方針

長野市の広報紙に加え、連携市町村にもパンフレットを掲出す
るなどして目標を上回る受講者数を確保できた。

参加市町村とも連携しながら研修センター受講生を募集し
て、目標数を確保する。

【2018年度の成果指標（ＫＰＩ）の進捗に対する分析と今後の事業方針】

主なＫＰＩ評価結果 ➢ ○【順 調】①

イ 「高次の都市機能の集積・強化」に係る事業

ｃ 高等教育・研究開発の環境整備

事業名 農業の新たな担い手育成事業

須

坂

市

千

曲

市

坂

城

町

小
布
施
町

高

山

村

信

濃

町

小

川

村

飯

綱

町

事業概要
2017年４月に開設した農業研修センターを利用することなどにより、農業の新たな担い手として、多様な人材
（定年帰農者、農業に関心のある市民・企業）を圏域全体で育成・支援することにより、農業の担い手不足の
解消や耕作放棄地の削減を図る。

成果指標
(ＫＰＩ)

指標 単位
基準値

実績値

目標値進捗率

進捗評価

(2016年) 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 (2020年)

農業研修センターで
の受講者数（累計）

人 0

(同値) 78 145

200― 39.0% 52.6%

― ○ ○
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進捗に対する分析 今後の事業方針

担当者会議において情報交換を行い、高山村から設置要綱策定
の報告あり。また未参加市町村への参加呼びかけ継続、提供会
員養成講座の相互利用を行うことなどを確認した。

担当課会議の開催を継続し、連携中枢都市圏内の会員の増
加を図るとともに、未参加の市町村に対し参加を呼び掛け
ていく。

【2018年度の成果指標（ＫＰＩ）の進捗に対する分析と今後の事業方針】

主なＫＰＩ評価結果 ➢ ○【順 調】②

ウ 「圏域全体の生活関連機能サービスの向上」に係る事業

Ａ 生活機能の強化に係る政策分野

ｃ 福祉

事業名 ファミリー・サポート・センター事業

須

坂

市

千

曲

市

坂

城

町

小
布
施
町

高

山

村

信

濃

町

小

川

村

飯

綱

町

事業概要
各自治体が実施しているファミリー・サポート・センター事業の依頼会員登録について、連携中枢都市圏内在
住者であれば登録・利用できるようにするための調整等を行う。

成果指標
(ＫＰＩ)

指標 単位
基準値

実績値

目標値進捗率

進捗評価

(2016年) 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 (2020年)

依頼会員（利用者）
範囲拡大市町村数

市町村 0

― 4 4

6― 66.7% 66.7%

― ○ ○
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進捗に対する分析 今後の事業方針

引き続き、圏域外へのＰＲを行い広域化の推進に取り組んだ。
例年併催している農業フェアが別開催となり、来場者数の減
少が懸念されたが、新たな併催事業としてU-15長野プログラ
ミングコンテストが開催された効果などもあり、来場者数の
増加につながった。

出展企業の販路拡大につなげるため、ビジネス商談会のPRを
充実するとともに、市民や学生の、地元企業やものづくりに
対する理解を深めるため、企業見学会や各種体験プログラム、
著名人による講演会等を行う。これらを通じて、企業の出展
メリットや来場者数の増加を図り、展示会の価値を高める。

【2018年度の成果指標（ＫＰＩ）の進捗に対する分析と今後の事業方針】

主なＫＰＩ評価結果 ➢ △【要改善】①

ア 「圏域全体の経済成長」に係る事業

ｃ 地域資源を活用した地域経済の裾野拡大

事業名 産業展示会事業

須

坂

市

千

曲

市

坂

城

町

小
布
施
町

高

山

村

信

濃

町

小

川

村

飯

綱

町

事業概要
圏域内の産業の活性化を図るため産業フェア in 信州（旧称：産業フェア in 善光寺平）（現在３市１村で開
催）の広域化等について検討を進める。
※2017年度から産業フェア in 信州に名称変更。

成果指標
(ＫＰＩ)

指標 単位
基準値

実績値

目標値進捗率

進捗評価

(2016年) 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 (2020年)

産業フェア in 善光
寺平来場数

人 13,252

(同値) 13,331 13,741

15,000― 4.6% 28.0%

― △ △
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ウ 「圏域全体の生活関連機能サービスの向上」に係る事業

Ｂ 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野

ｅ 地域内外の住民との交流・移住促進

事業名 移住・定住促進事業

須

坂

市

千

曲

市

坂

城

町

小
布
施
町

高

山

村

信

濃

町

小

川

村

飯

綱

町

事業概要
① 都市圏での移住に関する合同相談会・移住フェア等の開催及び関係団体主催の移住交流イベント等への共同出展
② 移住・交流を促進する事業（移住体験ツアーの実施等）の開催
③ 圏域市町村の取組情報を集約した情報提供（移住専門誌への掲載、パンフレット等の作成）

成果指標
(ＫＰＩ)

指標 単位
基準値

実績値

目標値進捗率

進捗評価

(2016年) 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 (2020年)

都市圏での移住に関
する合同相談会にお
ける移住相談件数

件/回 15

(17) 17 18

28― 15.4% 23.1%

― △ △

進捗に対する分析 今後の事業方針

夏（7/28）に開催した相談会は、台風の影響で来場者が少な
く、冬（12/1）の相談会は、16名の参加者があったが、先輩
移住者の体験談などのセミナー終了後ほとんどの参加者が
帰ってしまった。
全ての相談会において、セミナー終了後、いかに個別相談に
つなげるかが課題となっている。

大都市圏での移住に関する合同相談会やセミナーの開催、関
係団体主催の移住交流イベント等への共同出展など、各市町
村の魅力を、適切な機会を捉え発信していくとともに、県・
関係団体等と連携しながら、受け入れ体制を整備・充実する
ことで移住者・定住者の増加を目指す。

【2018年度の成果指標（ＫＰＩ）の進捗に対する分析と今後の事業方針】

主なＫＰＩ評価結果 ➢ △【要改善】②



14今後の予定

年 月 日 内 容

2019年11月
公表用資料（取組状況報告書）のホームページ
への掲載

随 時 市議会への説明・報告

未 定
長野市連携中枢都市圏ビジョン懇談会（民間や
地域の関係者を構成員とする協議・ 懇談の場）
への報告・意見聴取

2020年2月19日
長野地域連携推進協議会（９市町村長会議）への
報告、長野地域スクラムビジョンの改定審議

(台風19号災害による開催延期)


